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ェリー競技では，1 試合につき 144 本という比較的多くの数の矢を射る必要があるため，
肩甲帯や上肢の負担が大きくなる。野球などオーバーヘッドスポーツのなかで，肩関節イ














ストにより，8名の SIS 群と 22名の非 SIS 群に分けた。測定課題は 2m前方に設置した的
への射的動作とした。運動学的分析は，肩甲骨挙上，肩関節水平伸展・外転，肘関節屈曲
角度を第 7 頚椎棘突起，右肩峰，右上腕骨外側上顆，右橈骨茎状突起の 4 か所に貼付した
反射マーカーの空間座標を，5台の高速度カメラにより同定し，アーチェリー射的動作で弦
を引き切った状態（Sighting phase）での肩甲骨及び肩関節角度を求めて行った。さらに，


















筋活動量が高いことは SIS の特徴であると考えられた。アーチェリー射的動作では SIS が
生じやすい肩関節屈曲，内旋位で水平伸展運動を行う。さらに，SIS 群は三角筋中部線維
の筋活動量が高く，上腕骨の骨頭を肩甲骨に強く引き寄せており，インピンジメントが生
じやすい状態になっていると推測される。そのため，SIS 群はインピンジメントを避ける
ため，肩関節水平伸展運動を少なくしていることが示唆された。  
本論文は SIS の有無によりアーチェリー射的動作時の肩甲帯ならびに上肢の運動学的お
よび筋電図学的に有意な差があることを明確にした。これは，今後，アーチェリー選手の
運動療法を行ううえで重要な示唆を与え，保健学，特に理学療法学領域の発展に資するも
のである。よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（保健学）の学位を授与す
るに十分な価値あるものと認めた。 
 
